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　高橋敏行先生が「脊椎脊髄手術　術中・術後出血をいかに減
らすか」の特集を組んでくださった．このテーマは脊椎脊髄外
科医にとって，最も重要で，安心安全な手術をするうえで熟読
必須のものと思う．
　私は 1995 年にミネソタ州ミネソタスパインセンター，Winter
教授の元へ留学したときを思い出す．Winter 教授は，重度脊柱
変形に対して当時では技術的に困難であった骨切り併用矯正固
定を果敢に行い，素晴らしい成績を残されてきた先生である．
先生の手術は筋肉剝離，靭帯切除，骨切り，そしてインプラン
ト設置を経て矯正固定まで流れるように進むものであった．術
野はいつもドライにすることを心がけられ，入念に止血操作（ボ
ビーというモノポーラ型止血器と bone wax）を行いながら，ス
テップ・バイ・ステップでリズム感をもって手術を進めていっ
たことを思い出す．「1 つひとつの止血操作が，安全で確実な手
術結果を生み，また手術時間も結果として短く，術後血腫も予
防できる」．常にWinter 先生がいわれていた言葉である．
　今回の特集は術前のリスク評価，術前処置，そして骨切りが
いるような脊柱変形矯正から脊髄腫瘍まで，多様な疾患に対す
る術中止血操作やポイントが論じられ，また術中の止血材につ
いてもどのような止血材が効果的なのか，そして周術期の抗血
小板薬，抗凝固薬の使用，ドレーンについてもわかりやすく解
説されている．
　今回の特集は，これからを担う若手脊椎脊髄外科医にとって
は興味深々で必須の知識になると確信している．
 （松山幸弘）
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